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　西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組

合（
笠
井
一
洋
理
事
長
）・

西
嶋
和
紙
全
国
絵
手
紙
展

実
行
委
員
会（
笠
井
義
仁

委
員
長
）は
、第
4
回
西
嶋

和
紙
絵
手
紙
展
の
作
品
を

募
集
し
33
点
の
入
選
作
が

決
定
、10
月
16
日
に
な
か

と
み
現
代
工
芸
美
術
館
で

表
彰
式
を
行
っ
た
。

　身
延
町
西
嶋
は
、手
漉

和
紙
の
産
地
と
し
て
歴
史

を
積
み
重
ね
て
き
た
。現

在
で
は
全
国
有
数
の
書
道

用
紙
の
産
地
と
し
て
書
道
家
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、書
道
用
紙
以
外
の
和
紙
の
研
究
開
発
を
進
め
、卒
業
証

書
用
紙
を
は
じ
め
、壁
紙
や
和
紙
照
明
等
の
生
活
に
ぬ
く
も
り
を

与
え
る
よ
う
な
和
紙
作
り
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　そ
の
中
で
、先
達
が
築
い
た
「
書
道
用
紙
の
里
」
の
名
に
加
え
、

も
う
一
つ
「
絵
手
紙
の
里
」
づ
く
り
に
思
い
を
描
き
、絵
手
紙
を

通
じ
て
「
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ご
う
」
を
目
標
に
、西
嶋
和
紙

絵
手
紙
展
を
実
施
し
て
き
た
。今
年
で
、4
回
目
と
な
る
テ
ー
マ
は

「
日
本
の
心
」
の
他
に
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
方
々
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
考
え
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
併

せ
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、全
国
か
ら
1
，6
5
6
点
が
集
ま
り
、山

梨
県
美
術
家
協
会
顧
問
の
斉
藤
静
輝
氏
を
筆
頭
に
同
組
合
員
ら

13
名
に
よ
る
審
査
の
結
果
、「
さ
げ
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
佐
賀
県

佐
賀
市
の
大
井
妙
子
さ
ん
の
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
。

12
月
か
ら
は
応
募
作
品
中
、約
3
0
0
点
を
、震
災
を
受
け
た
岩

手
県
遠
野
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
と
ぴ
あ
」
を
は

じ
め
、6
ヶ
所
で
巡
回

展
を
開
催
す
る
。

　同
組
合
は
、全
作
品

を
収
め
た
作
品
「
西
嶋

和
紙
絵
手
紙
展
作
品

集
」
を
作
成
し
西
嶋
郵

便
局
を
通
じ
て
、岩
手
、

宮
城
、福
島
3
県
の
郵

便
局
へ
約
１
０
０
冊
を
寄
贈
し
、各
郵
便
局
で
自
由
に
閲
覧
し
て

も
ら
う
予
定
。同
組
合
や
和
紙
の
里
で
も
作
品
集
の
販
売
を
し
て

い
る
。1
冊
1
，5
0
0
円
。お
問
い
合
わ
せ
は
西
嶋
和
紙
工
業
協

同
組
合
、
電
話
0
5
5
6－

4
2－

3
2
3
4

組
合
員
全
社
と
組
合
で
、
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グランプリ「さげもん」

選考に頭を悩ます審査員

展示会の様子

水車の模型の展示

　第
3
回
都
留
工
業
交
流
展

（
同
実
行
委
員
会
・
都
留
市
商

工
会
主
催
、木
村
勝
幸
実
行

委
員
長
）が
11
月
10
日
、11
日
、

12
日（
金
・
土
・
日
）の
3
日
間
、

都
留
市
上
谷
の
「
ぴ
ゅ
あ
富

士
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　同
交
流
展
は
、都
留
市
内

の
企
業
の
高
い
技
術
や
優
れ

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
一

堂
に
展
示
し
、出
展
企
業
同

志
の
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
や
新

規
取
引
先
拡
大
等
、今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

と
来
場
者
に
市
内
の
企
業
の

も
の
づ
く
り
の
状
況
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、精
密
機
器
製
造
加
工
や

織
物
の
製
造
業
者
な
ど
40
の
企
業
、団
体
が
出
展
し
た
。今
回
は
、

市
内
に
あ
る
山
梨
県
立
谷
村
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
出

展
も
加
わ
り
、さ
ら
に
魅
力
が
ア
ッ
プ
し
た
。

　中
央
会
会
員
か
ら
は
2
組
合
が
出
展
し
た
。谷
村
織
物
工
業
㈿

（
高
部
理
事
長
）は
、傘
生
地
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
、婦
人
物
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、ス
カ
ー
ト
な
ど
独
特
の
風
合
い
感
の
あ
る
開
発
品
の
展

示
を
行
っ
た
ほ
か
、組
合
員
企
業
の
先
染
め
生
地
に
よ
る
傘
や
色

鮮
や
か
な
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、各
社
は
製
品
の
特
徴

を
熱
心
に
説
明
し
て
い
た
。

　都
留
機
械
金
属
工
業
㈿（
木
村
理
事
長
）は
水
を
動
力
と
し
て

発
電
す
る
水
車
の
模
型
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）を
組
み

込
ん
だ
街
路
灯
を
展
示
し
た
ほ
か
、3
D
加
工
さ
れ
た
樹
脂
製
品

や
精
密
部
品
な
ど
組
合
員
の

技
術
力
の
高
さ
や
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
る
も
の

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
展
示
し
て
い
た
。

　歴
史
的
な
円
高
に
よ
り
、

大
企
業
の
海
外
進
出
が
ま
す

ま
す
進
展
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、不
断
の
努
力
と

旺
盛
な
開
拓
精
神
に
よ
り
未

来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
各

企
業
の
意
気
込
み
が
伝
わ
る

交
流
展
で
あ
っ
た
。

　山
梨
県
塗
装
協
同
組
合（
髙
野
芳
造
理
事
長
）で
は
、9
月
に
組

合
員
全
7
社
と
組
合
が
I
S
O
9
0
0
1（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）と
I
S
O
1
4
0
0
1（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）の
認
証
を
取
得
し
た
。（
組
合
は
I
S
O
1
4
0
0
1
の
み
）

　近
年
、業
界
で
は
、施
工
業
者
の
環
境
配
慮
・
環
境
対
応
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、公
共
工
事
に
お
い
て
I
S
O
の
認

証
取
得
が
有
利
に
働
い
た
り
、取
引
先
や
元
請
企
業
か
ら
求
め
ら

れ
た
り
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
、組
合
で
は
I
S
O
の
意
義
を
認
め
、組
合
員

企
業
の
組
織
力
強
化
、顧
客
か
ら
の
信
頼
性
向
上
を
目
的
に
組
合

員
全
社
で
の
認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
を
決
め
た
。昨
年
8
月
の

研
修
会
に
始
ま
り
、6
回
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、組
合
員
企
業

の
代
表
者
を
は
じ
め
後
継
者
、実
務
担
当
の
役
職
員
な
ど
多
数
の

参
加
に
よ
り
、I
S
O
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、晴
れ
て
今
回
の
認

証
取
得
と
な
っ
た
。

　I
S
O
取
得
に
よ
り
、確
実
な
業
務
の
遂
行
、ミ
ス
の
再
発
防

止
、業
務
の
効
率
化
・
標
準
化
、社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
意

識
の
向
上
や
企
業
体
質
の
継
続
的
な
改
善
な
ど
が
見
込
ま
れ
、ま

た
、増
加
す
る
I
S
O
指
定
入
札
工
事
や
総
合
評
価
制
度
、経
営

事
項
審
査
で
の
加
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
　

　今
回
、認
証
取
得
に
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

認
証
ま
で
の
期
間
の
短
縮
や
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
れ
た
の
は
も
ち

ろ
ん
、組
合
員
企
業
の
組
織
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、組
合

の
求
心
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　髙
野
理
事
長
は
、「
組
合
全
社
で
の
認
証
取
得
は
、組
合
員
の

協
力
と
団
結
な
く
し
て
は
な
し
え
な
か
っ
た
。こ
の
I
S
O
認
証

取
得
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ
ら
な
る
組
合
員
の
経
営
力
向
上
と
組

合
の
発
展
、ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
の
機
会
と
し
た
い
。ま
た
官
公

需
適
格
組
合
の
証
明
を
受
け
て
い
る
組
合
と
し
て
国
交
省
や
公

団
な
ど
の
工
事
の
受
注
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
た
。

　組
合
は
今
後
も
信
頼
さ
れ
る
確
か
な
技
術
に
基
づ
い
た
よ
り
よ

い
品
質
を
も
っ
て
、組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
活
動
し
て
い
く
。

組合で取得したISO認証登録証


